
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
急
速

に
進
行
し
て
い
る
。
橋
の
管
理
は

国
や
自
治
体
の
責
任
で
行
う
も
の

で
あ
り
、
国
土
交
通
省
が
進
め
る

「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

事
業
」
は
、
従
来
の
事
後
的
修
繕

に
よ
る
維
持
管
理
か
ら
予
防
保
全

管
理
に
転
換
を
図
る
施
策
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
減
少
す
る
公
共
事

業
予
算
の
中
で
当
該
計
画
を
策
定

し
て
本
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

と
聞
い
て
い
る
が
、
計
画
の
具
体

的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

こ
の
施
策
は
橋
梁
の
損
傷
が

顕
在
化
す
る
前
に
修
繕
を
実
施

し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
や
維
持
管

理
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
で
投
資

額
を
平
準
化
し
て
世
代
間
の
負
担

を
最
小
限
に
抑
え
る
目
的
が
あ
る
。

策
定
し
た
計
画
　
で
は
15
ｍ
以

上
の
53
橋
が
対
象
で
あ
り
、
継
続

し
た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
計
画

期
間
を
50
年
で
試
算
し
て
５
年
毎

に
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
て
予
算
の
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
修
繕
・
架
け
替

え
を
実
施
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

が
る
恐
れ
が
あ
る
。
本
市
の
安
全

対
策
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
西
側

の
熊
谷
市
域
の
踏
切
で
は
道
幅
が

広
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
一

方
通
行
と
な
っ
て
い
る
。

高
崎
線
の
踏
み
切
り
に
接
す

る
市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は

平
成
23
年
12
月
に
現
地
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
通
行
規
制
の
必
要
性

が
確
認
さ
れ
た
た
め
行
田
警
察
署

に
一
方
通
行
規
制
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

進
捗
を
警
察
署
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
一
方
通
行
の
交
通
規
制

を
し
た
場
合
に
は
近
隣
住
民
の
生

活
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
現
在
、
行
田
駅

西
側
で
同
様
な
道
路
環
境
に
あ
る

地
点
の
交
通
規
制
を
参
考
に
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
も
道
路
規
制
を
管
轄
す
る
警

察
署
に
働
き
か
け
、
安
全
対
策
の

早
期
実
現
に
努
め
た
い
。

の
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
」
と
し
て
い
る
。
現
状
の
ま
ま
、

教
育
委
員
会
の
所
管
と
す
る
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

入
館
料
収
入
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
、
別
料
金
で
の
特
別
企
画

展
を
開
催
で
き
な
い
か
。

映
画
の
公
開
に
合
せ
、
多
く

の
市
民
に
忍
城
の
歴
史
を
よ
り
深

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
通
常

の
入
館
料
で
運
営
し
て
い
き
た
い
。

武
蔵
水
路
の
工
事
の
進
捗
と

今
後
の
進
め
方
と
は
。

全
長
14
・
５
袰
中
、
４
袰
の

区
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
は
５
月
に
荒
木
、
太

5

田
及
び
佐
間
地
区
な
ど
６
地
区
を

対
象
に
水
資
源
機
構
が
工
事
説
明

会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

武
蔵
水
路
改
築
連
絡
協
議
会

か
ら
の
要
望
が
水
資
源
機
構
あ
て

に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
要
望
内
容
な
の
か
。
進
展
の
あ

っ
た
も
の
、
進
ま
な
い
も
の
と
は

何
か
。治

水
対
策
や
県
道
の
拡
幅
及

び
橋
梁
の
架
け
替
え
な
ど
12
項
目

に
及
ぶ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
回

答
は
内
水
排
除
機
能
の
強
化
や
排

水
施
設
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
。

ま
た
、
県
道
に
右
折
レ
ー
ン
を
検

討
す
る
こ
と
や
橋
梁
幅
を
最
低
５

ｍ
と
し
て
架
け
替
え
る
な
ど
一
定

の
成
果
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

水
の
多
目
的
利
用
は
水
利
権
の
問

題
が
あ
り
満
足
な
回
答
を
得
ら
れ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
水
資
源
機

構
へ
の
要
望
を
継
続
し
た
い
。

高
崎
線
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
か
ら
鴻

巣
よ
り
の
壱
里
山
町
地
内
の
踏
切

に
つ
い
て
、
清
水
町
か
ら
の
右
折

車
と
東
か
ら
の
直
進
車
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
、
踏
切
事
故
に
繋

治 　 　 水

武
蔵
水
路
改
修
に

伴
う
要
望
状
況

柿
沼
貴
志

（
誠
　
　
会
）

問

答 施 設 管 理

老
朽
化
イ
ン
フ
ラ

へ
の
対
応
は

小
林
友
明

（
新
政
策
研
究
会
）

郷 土 博 物 館

弾
力
的
な

郷
土
博
物
館
の

運
営
を

高
橋
弘
行

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」
を
観

て
観
光
目
的
で
郷
土
博
物
館
へ
訪

れ
る
方
々
が
増
え
、
入
館
者
は
学

習
目
的
か
ら
観
光
目
的
に
移
行
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
館

の
運
営
を
弾
力
的
に
行
え
る
よ
う

所
管
を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部

局
に
移
管
で
き
な
い
も
の
か
。

博
物
館
の
目
的
は
市
の
貴
重

な
歴
史
遺
産
を
収
集
・
保
管
し
、

調
査
・
研
究
成
果
の
展
示
事
業
に

よ
り
、
市
民
の
教
育
・
学
術
・
文

化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
物
館

法
で
は
「
公
立
博
物
館
は
当
該
博

物
館
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体

問答

答

交 　 　 通

高
崎
線
踏
切
の

安
全
対
策
は

石
井
直
彦

（
し
ん
り
ょ
く
会
）

問

答

問

踏 切 箇 所

市
政
に
対
す
る

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
６
月
14
日
・
15
日
・
18
日
・
19
日
の
４
日

間
行
わ
れ
、
14
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
月
下
旬
発
行
予
定
の
会
議
録
（
市
役
所
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
及
び
地
域
公
民
館
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

閲
覧
可
能
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問答

問答

（案）


